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1982年 ヒ マ ラ ヤ 登 山 学 校 隊 員 募 集
ク ン (7,077m)

1980年登山学校は、 20名 中 19名 が ケダルナ

ー ト●ドーム(6,831m)に 登頂するとい う成果を

あげて帰国しました (本誌 109号既報 )。 隊員の

中にはすでにヒヤラヤ、アンデス、アラスカ等に

おける高所登山経験者から、国内の冬山すら未経

験という人にいたるまで幅広い層が参加していま

した。HAJで は経験豊富なインストラクターの

もとに、正しいセオリーにのっとった安全確実な

高所登山を指導しております。隊員はすべて、装

備・ 食糧・ 梱包・ 輸送・ 渉外等の具体的な準備実

務にも参画していただき、また国内での強化合宿

も行なうなど、ヒマラヤ遠征全般について体得す

ることができます。次回には自ら遠征を行なえる

人材を養成することが、この登山学校の主眼とな

っております。実際に、卒業生の中には自ら隊長

となって隊を組織し、成功をおさめて帰ってくる

意欲的な人もでてきてお ります。

1982年度はカシミール ●ヒマラヤの秀峰クン

(7,077m)にて実施する予定でおります。ふるっ

て御参加下さい。

実施要項

目 的 ①クノ(7,077m)登 頂

②高所登山の基礎修得

1982年 7月 末～8月 末

69万円(航空運賃の変動等により変る

こともあります )

20名 (申込順 )

インストラクター 4名 (医師含む )

1981年 11月 末までに下記宛に申込むこ

と (資料を送 ります )

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506 日本 ヒマラヤ協会

時 期

負担金

定  員

申込み

この登山隊の旅行手続は、(梯西遊旅行が担当します。旅行業代理店業1976号

ザンスカールの中心部に、僅か 3戸からなる集落ゴンマ (4030π )があ
る。ゴンマの婦人達は陽気で人なつこい。戸外労働の激しさのためか年より

はふけて見え、爪は伸びる間もないのか深爪の状態であった。左端の婦人が

被っているペラックには トルコ石がびっしりついていた。(提供 :中 垣淑子 )

ヒマラヤ NoE■ 20
1.M餞 躙        高 本 信 子

4口 な鰈颯隕塚 冬期エベ レス ト西稜登山計画 (日 程概要,隊員名簿)

5,日 程 概 要

8.隊 の 構 成

10.ヒ マラヤニュース (地域 。インフォメーション)

11.時評 “沙の村 " 木 村 陽 子

12.イ ン ドヒマラヤ 1980年 リス ト (そ の 1…外国隊)一 資料 IMF提供

18.隋餃隕鱚 ヒマラヤ閑話①
20 ヒマラヤの報告書紹介 ③

※都合によリトレッキング許可で登れる山は休載 させていただきます。

水 野   勉

21.日 本 ヒマラヤ会議 。開催予告

23.新入会員

24.寸感 0事務局日誌

表 |1紙 ||1零11111轟



連載 《29》

ヒマ ラヤ 放 談

この人の経歴は、キャリアウーマンという言葉

を連想させるが、素顔は意外である。 フリーのT

V、 映画のベテラン編集者であ り、海外遠征もキ

リマンジャロからヒマラヤ、アンデスと巾広い。

高山研究所 (原真所長 )と の関係 も深く、今回ダ

ウラギ リ単独登頂の禿博信氏のサポー トを勤め、

来年はシシャパンマヘと情熱を燃やす。今回はダ

ウラギ リの話や、日印女性合同登山隊の話など伺

った。日本山岳会 (婦人懇談会 )理事、独身。

高本 信子

●  初めて解か った母の気持         は望遠でも見えない。 (笑 )

一 今年前半の話題を集めたダウラギリI峰の禿   ― すごい日ですね。うらやましいな。

さん(高山研究所 )の サポートをなされた訳です   高本 それで、昼頃帰ってくるだろうからって温

がその時のエピソードなど。             ヤヽ飲物と食料持たせてパサンをやったけど、 2時
高本 そうね、印象の深い遠征でしたね。禿さん   頃ホワイトアウトになって 1人で戻ってきたのね。

に 6月 1日 に北東稜のコルに上がってくれと言わ   だから今日もどこかでビバークして明日の朝降り

れ、パサン(サ ーダー )と 2人で上がったけれど   てくるんじゃないかしらって、 4時半頃食事をす

2日 になっても3日 になっても降りてこないので   ませ寝ようとしたら、外で声がして禿さんが降り

本当に心配しました。パサンは「禿は死んだかも   てきていた。 (笑 )本当にビックリしたわ。

しれないからBCに 下ろう。」 なんて言うしね。   一 あの、本人どうでした ?ヨ タヨタでしたか ?

一
コルから北東稜はよく見えるんでしょう?    高本 いや、そんなでもなく「登ったよ。叉足や

高本 ルートはよく見えるの。でも 150ミ リの望   られちゃった」てね。今まで何回か一緒に遠征に

遠使っても何も見えなかったわね。でも北東稜を   行ってるけど変わんなかったですね。でも、帰り

ゆっくりと行けば 1週間はかかると計算し、長く   のキャラバンでは大分疲労が残っていた様でした。

みても5日 には帰ると考えてましたから。それに   
一 う一ん強いですねえ。禿さんはこれまで 7千

してもあんなに心配したのは初めて。話違うけど   πを越えていないでしょう。

私が山に行っていると、うちの母なんか残されて   高本 ええ

いる訳でしょう。だからその時、残されている者   一 それで準 8千πの山にしたのでなく、いきな

の気持ってこんな気持なのかってつくづく解かり   り8千π峰でやったのが面白いというかユニーク

ましたね。(笑 )あ んな気持で待っているのはも   ですね。それと禿さん精神的にも強い様ですね。

う妹ですね。 (笑 )                高本 かなり強いみたい。

-4日 の日は見えたでしょう?          
一 彼の本業はお寺の坊さんでしょう?それも何

高本 それが見えないの。 (笑 )朝 、快晴でパサ   か関係しているのかな。

ンが禿が降りてくるのが見えると言うのよね。私   高本 どうでしょうかね。禿さんに「1人の時何
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を考えているの ?」 って聞いたら「食べる事しか   位の山を、小人数での速攻登山をやりたいと思っ

考えないよ。」って言ってたわ。 (笑 )       ています。考えが甘いと言われるかもしれないけ

― ところで、高本さんは高山研とのつき合いも長   れど。でも行こうと言っても中 乗々 ってくれる人

く、タルコットからワスカラン、アコンカグア、    がいないのね。 (笑 )

今回のダウラギリと参加され、来年はシシャバン   
ー 来年のシシャバンマは、北壁、南壁、ノーマ

マ(高山研、原真隊長 )に行こうとされている。   ルルートと分かれてやるとありますが、原さん御

高本 シシャバンマは参加する条件がそろったら   自身は今度は登られる考えなんでしょうか ?

行きたいと思いますけど。             高本 計画書の主旨からいってそう思います。

一 そこで、高本さん自身のお感じになっている   
一

高本さんはどのルートを……。

高山研の魅力とか思い入れといったものは ?原 さ   高本 私なんかノーマルルートが精一杯 じゃない

んの理論と実践ですか?              んですか。 (笑 )

一
シシャパンマは登攀隊員1～ 2名で短期速攻

● 速 攻登山へ の憧 れ           登山をやるとありますが。

高本 だからそれを考えると私なんか無理じゃな

高本 ええ、それもありますが、私が最初経験し   いかって思っちゃう(笑 )。

たカメット(JAC婦人部 1976年 )は 日印女   
一

ぃゃいゃがんばって欲しいですね。

子合同の割と大きな隊だったでしょう。それと、

他の大遠征隊や極地法とかを見てね、どうもしっ   ●)合 同登山 の難 しさ

くりこなかった。それと別にあの頃でもライトエ

クスペディションの隊があったし、あんな登り方   
一

ところで、この 7月 JAC婦人懇談会でイン

がいいなと思っていた訳ですね。で、タルコット   ドの女性登山家 3名 を招待されましたけど、きっ

(1977年)が短期速攻の登山でいいなと思い参   かけは。

加したんですね。そのあとのワスカラン(1979   高本 これまで2回の合同登山 (カ イラシュ 19

年 )はね、南米は行きたくて行きたくて仕方なか   68年 、カメット、アビ。ガシン 1976年 )が

ったから (笑 )。 それと講師のはしくれで行った   きっかけです。それで、3回 目は大げさなんだけ

から、自分達のパーティの力量、判断で登る形式   れども日本で合同登山やろうって話があったのよ

でしたから回りを気にせずに登れたのね。       ね。親善登山って感じで。招待という形ならこち

一
その時のワスカラ/の レポート(岩 と雪 71   らが予算を全額もてば良かったけど、それもでき

号)は興味深く読んだのですけれど、低圧室の効   なくてIMFのサリーンさんに、ある程度折半に

果はどうでしたか?                して欲しいと申入れてあったのよね。 (笑 )それ

高本 あの時はあんまり感じなかったわね。それ   で長びいちゃって。

よリアコンカグア(1980年 )の方が効果を感じ   
―

どこを登られましたか。

たわね。その半年前ですか、私ケグルナー ト(J   高本 始め奥穂へ登って、それから立山、剣と行

AC婦人懇談会 )に行ってましたし、出発の1週   きました。

間前に低圧室に入って、一気にBCに入っても私   ― 富士山は登らなかったんですか ?

ゃ半数近くの隊員も全く異常なかったわね。それ   高本 登りたいと言ってましたが日程の都合で無

で翌日から上にあがっている。これはすごいんだ   理で、それにあちこちからインタビューの申入れ

なと思いましたね。                 があったり、京都や奈良も観てもらおうというの

一 高山研のユニークな点は順応方法論だけでな   で忙しかった。

く、登山スタイルそのものも追求している点にあ   
一

日本の山についてどう言ってましたか ?

ると思いますね。                  高本 勿論、高さでは比較にならないのですけど

高本 そう思います。だから私としても、 7千π   麓の緑は豊富で、花もとてもきれいだと、かなり
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楽しんだみたい。それな りの良さはあるって話で

した。

一 合同登山は、ともすると許可取得のための手

段となったり、叉、 トラブルが多いという印象が

あるんですが、その点はカメット、去年のケダル

ナー ト、今回と友好的にやってきた様ですね。

高本 カメットも合同隊ということで許可がおり

て、最初のうちは良かったけど後半は感情的な行

き違いがありましたけど。あの、登山隊に参加す

る意識の違いというのがあるのね。私達は自分達

の隊で 1人でも登れれば全体の力で登れたんだと

考える。ところが向こうは、自分が登れればいい

って考えなのね。それはそれで、登りたいという

気持は必要だし当然だと思うのね。でも、シーナ

さんなんか隊長という立場を考えて欲しかったわ

ね。荷上げの問題なんか無視して自分が先にどん

どん上にあがっちゃうんだもの (笑 )。

一
まあ、民族的な違いとか難しいところがあり

ますね。

高本 日本人と違って自分の意見をはっきりと主

張するでしょう。そういう気質の違いを飲みこん

でおけば対応できたと思うのね。だから、私達が

もっと英語ができて、お互いに言いたいことを言

い合えれば叉違ったと思うんですね。言葉のハン

ディで気持をうまく表現できないし、お互いの気

持に ミゾができれば深まる一方ですから。

一 成程、合同登山の第一歩は言葉からか。次の

プランの話はあるのですか。

高本 ええ、私とシーナさんとの個人的な話です

けど、たまたま私がシッキムに行きたいと話した

ら、「 じゃ、シッキム側からのカンチはどうか」

って大 きな話があって (笑 )。

一 あっ、それは面白いですね。 4回 目だし、い

い形ができるんじゃないですか。

高本 やはり合同でなければ入れない地域がある

訳で、それは大いに活用していいん じゃないです

か。何か本音とタテマエが違うんだけど。 (笑 )

でも合同隊もいいけど、私は気心の知れた 2～ 3

人でどこかの山を登 りたい気がする。女だけで。

一 女性だけの隊が理想ですか。

高本 それにはこだわりませんけど、男性と行 く

と常に リー ドされている面があるで しょう ?疲れ

ます。だから同じ様なレベルの人と行くとホッと

するのね。 (笑 )

一 自分なりの、本来の登り方ができるというこ

とですか。

高本 そうね、だからどんなに時間がかかっても

楽しい。でも永い間一緒にいると女同志でも嫌に

なるかもね。 (笑 )

一 仕事の話になりますが、フリーを続けられる

理由はやはり山ですか ?

高本 ですね。でないと、とても長い休みは取れ

ないしやめるのを覚悟で行かなくちゃならない。

ある年令になったら再就職は難しいですから。で

も最近はVTRが 多くなって仕事もかなり厳しく

なりましたね。 (笑 )

一 現在お独りで、山が恋人の様にのめり込んで

いらっしゃる様ですが、仮に魅力的な男性が現わ

れて、「山は止めろ。」と言ったらどうしますか ?

高本 止めます。ハハハ、相手によりますけど止

めろと言われたら止めちゃう(笑 )。 でも、誰か

が言ってましたけど、山より素敵な男性が現われ

るでしょうかって。 (笑 )

一
じゃ、そういう魅力的な男性が現われるまで

大変ですね。当分山に行き続けなくちゃあ (笑 )

というところで、今日はどうもありがとうござい

ました。

(イ ンタビュー、構成    関 久雄 )

「ヒマラヤ」表紙写真募集
(1)モ ノグロでキャビネ判以上であること。

②被写体は広義に解釈したヒマラヤ地域のもの

であること。山とは限りません。山麓の風物

でも結構です。

≪送り先≫

〒160 東京都新宿区高田馬場3-23-1淀橋

食糧ビル506日 本ヒマラヤ協会「ヒマラヤ」
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冬期工ベレスト西稜登山計画

本年6月 2日 、カ トマンズにてカンチェンジュンガ隊のパーティの席上で挨拶に立ったネパール政府観

光省のシャルマ氏から、本年の冬のエベレス ト西稜へ招待を受けた。以下計画のあらましについて紹介す

る。

趣  旨 1ロ ロ標の山

ネパール王国、エベ レス ト(EVEREST)峰

(別名 .サガルマータ.SAGARMATA,8,848π )

2.登山期間

1981年 12月  ～ 1982年 1月

3.目   的

厳冬期におけるエベレスト西稜からの初登攀。

4.隊の名称
HAJ冬期エベ レス ト登山隊  1981-1982年

(英文名 )HAJ EVEREST EXPEDI―
TION WINTER  1981-1982

(略  称 ) HEEW -81～ 82.

5.主  催

日本ヒマラヤ協会 (The H imalayan

Association of Japan 略称 HAJ)

6.後  援

ネパール王国政府、文部省、 (社)日 本山岳協

会、日本テレビ放送網、読売新聞社

7口 隊の構成

隊長 菊地 薫 (35才 )

隊員 12名  リエゾン・オフィサー 1名

シェルパ 17名

8.推進の組織

日本ヒマラヤ協会冬期エベレスト遠征事業実行

サガルマータ  大空の女神……とも呼ばれる

世界最高峰のエベレスト(8,848π )の崇高にし

て巨大なそのピラミグルな山容は、登山を志す岳

人にとって尽きせぬ憧れであります。

エベレストは、「第三の極地」と称されるよう

に文字通り世界山岳の盟主として地球の屋根、ネ

パール・ ヒマラヤに君臨しております。 ヒマラヤ

に於ける登山は、より困難を求めて巨大な壁や長

大な縦走が注目され、さらには、より自然条件の

厳しい冬期登山へとめざましい進展を見せており

ますが、此の度のエベレスト西稜の冬期登山は、

未だ厳冬期に於いて人跡未踏の ロー・ ラからダイ

ンクトに西稜を登攀する計画であ り、現代の科学 。

登山技術の最先端を駆使してもなお、その困難度

は考え得る最高の レベルにあると言えます。

文明は常に未知なる課題への勇気ある挑戦に依

って緊張 し発展 してきたことは歴史の示すところ

であります。私たちがこの極限の課題を目標とし

て設定したのも、人間のひたむきな向上心と冒険

心、ロマンを求める純枠さを原点としております。

本会が創立以来、絶え間なく著積 してきた高所

登山の経験と研究はすべて本遠征に集約され、確

かな力として生かされることを信 じております。

私達は、本遠征の実施にあた り、最少投資・最

大効果を基本としておりますが、目的完遂のため

には厖大な人間のエネルギーと共に多量の物量を

必要としております。

私たちは、このプロジェクトの持つ登山史的 。

社会的意義を十三分に自覚し、総力を傾注して推

進いたしますので、おおかたのあたたかい御援助

を切にお願い申し上げます。
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委員会

会    長 柴田金之助 (日 本 ヒマラヤ協

会会長 )

実 行 委 員 長 稲田定重 (同専務理事 )

副実行委員長 菊地 薫 (登山隊々長 )

事 務 局 長 山森欣一 (日 本 ヒマラヤ協会

事務局長 )

委    員 西郡光昭・八木原囲明 。登山

隊隊員

事  務  局 〒160東京都新宿区高田馬場

3-23-1淀 橋食糧 ビル 506号

日本 ヒマラヤ協会 

現 地 事 務 局  c/る EXPRESS TREK―
KINGCP)L tdo P.0.BOX 339

NaXal Bhagabati Bahal, Kath―

mandu, NEPAL.

TEL: 13017

9ロ ロ標の山の概要とルー ト

◎山の概要

ヒマラヤ山脈の中央部に北側は、中華人民共和

国チベット自治区、南側はネパール王国にまたが

って世界の最高峰エベンス ト(8,848π )は鴛え

立っている。

エベレス トの山容は、ピラミグルな形をなして

おり、東南稜、西稜、北東稜 (途中より北西稜を

分岐 )の 三つの稜線と、南西壁、北壁、東壁の三

つの壁をもち南西壁はクーンブ氷河、北壁はロン

ブク氷河、東壁はカンシュン氷河に向って一気に

なぎ落ちている。

エペレストは 1%2年、インド測量局に於いて測

量結果の集計中にPeak-15と呼ばれていた峰が

世界の最高峰であることが「発見」されてから、

一躍、世界の注目の的となり、果敢な闘いが展開

されていった。1953年 5月 29日、この世界山岳

の盟主エベレストもついにその頂に人跡を許した。

それは、32年 もの長期にわたるイギリス人の執

念に依って陥落させられたのであった。
エペレストが初登頂されてからすでに28年も

の星霜を重さねる中で、ノーマル・ ルー トか らパ

リエーション・ルー トさらには過酷な自然条件下

の冬期へとより困難な課題追求の挑戦は今もなお

続け られてお り、それはやは り地球上の「第二の

極地」 としての所以であろう。

◎ルー ト
私達が今回登頂予定をしているルー トは、未だ

厳冬期に於いては トレースされていないロー・ ラ

からの西稜ルー トである。

クーンブ氷河の｀エベレス ト・ BC″ として有

名な ュ400%の 地点にベース 。キャンプを設置し、

ベース・キャンプからはロー・ ラヘとダイレクト

に取 り付く。ベース 。キャンプとロー・ラの間に

は急峻な氷壁と岩壁帯が立ちはだか りこのロー・

ラ突破が第一期登山活動期間に於ける一つのキー・

ポイン トになるであろう。

ロー・ラからは西稜を稜線通しに忠実に辿 り、

C。 1(6,100%)、 0・ 2(6,700π )、
・ C・ 3

(7,150π )と 順次キャンプを延 していき西稜上

部岩壁帯の基部にあたる7,550πの地点に C・ 4

を設ける予定である。

エベ レスト西稜はこの C・ 4か ら上部に至って

は俄然様相が厳しくなり急峻な頂上岩壁帯を形成

するようになる。

この頂上岩壁帯の登攀は高々所と云う高度の高

まりに伴って技術的にもかなり高度なものが予想

されるうえ、加えて強風・酷寒と云う厳冬期の厳

しい自然条件下での登攀は、将に想像を絶するよ

うな苛酷な試練を課せられるものと考えている。

◎キャンプの高度 と位置
BoC ユ400π クーンブ氷河の ロー・ラ取 り

付き附近。

C・ 1 6,10oπ ロー・ラ附近。

C・ 2 6,700π 西稜上。

C・ 3 7,150π西稜の肩。

C・ 4 7,550π 西稜上部岩壁帯の基部。

C・ 5 8,100π頂上岩壁帯の途中。
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1978年 春

1981年 春

1981年 秋

ヒマルチ ュリ(7,893″ )(副隊長、登頂者 )

カンチエンジュンガ (8,598π )(登頂者 )

ナング・ カー ト(6,61lπ )(副隊長、登山中 )

員隊

二不

員
　
田

隊

角

佐久間   隆

茂

4)1976年 春 ハンチン トン(3,732π )

1981年 春 カンチ ェンジュンガ (8,598π )

1978年 秋 トリスル (7,120協 )(登頂者 )

1980年 春 カンチェンジュンガ(8,598π )偵察隊

1980年 秋 ケダルナー ト・ ドーム (6,831π )(登頂者 )

1981年 春 カンチェンジュンガ (8,598協 )(ヤ ルン・カン登頂者 )

1981年 秋 ガンガブルナ (7,455π )(登攀隊長、登山中 )

隊 員

片 岡 邦 夫

4)

4)

4)

員

木

隊

鈴

1975年 夏 マッキンレー

1979年 夏 ルプガル・サール (7,200π )(登頂者 )

1979年 秋 デイオテイバ (6,001π )(登頂者 )

1979年 秋 チュルー (6,630π )(登頂者 )

1980年 春 カンチェンジュンガ偵察 (8,598π )

1981年 春 カンチェンジェンガ (8,598π )(登頂者 )

1981年 秋 ドルジエラクパ (6,9902)(隊長、登山中 )

1978年 秋 ダウラギリ主峰 (8,167π )(登頂者 )

1981年 春 カンチェンジュンガ (8,598π )(登頂者 )
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lllHIMALAYA NEWS

《イ ン ド》

ヒンズー教徒、中国領聖地ヘ

インドのPTI通信が9月 6日 伝えたところに

よると、中国領チベットにあるヒンズー教の聖地

への 20年ぶりの巡礼第一陣 20人が9日 、 ニュ

ーデリーを出発する。この聖地巡礼は 1962年の

中印紛争以来、凍結されていたが、さる 6月 末イ

ンドを訪問した黄華 。中国外相が再開を提案して

いた。

問題の聖地は中印国境から 1001hほ ど入った、

カイラシュ山 (6,600π )のふもとのマンサロバ

ール湖。巡礼団は9日 間かけて山中を歩いてチベッ

トに入 りさらに 9日 間滞在する。 9月 中に計 3隊

が出発する予定。 (9.6付読売新聞夕刊より )

《パキスタン》

ギルギ ット地区でM5。 7の 大地震

パキスタン政府が 9月 14日 明らかにしたとこ

ろによると、同国の北西辺境州で 12日 起きたマ

グニチュー ド5,7の地震で、これまでに 110人

以上が死亡、約 100人が重傷を負った。

同地震では、ギルギット地区の 10村が完全に

破壊され、道路や通信が途絶 した。

(9■ 6付読売新聞より)

◇ 海外登山研究会
東京都山岳連盟

東京都山岳連盟では恒例の海外登山研究会を開

催します。今後遠征を計画される方、叉、海外の

山に関心を持つ方 の々出席を期待します。

◇期日=11月 28日0～ 11月 29日 (D

◇会場=国立オリンピック記念青少年センター

◇人員=100人 (定員になり次第締切)一般参

加もOK

◇費用ニユ000円 (宿泊食事資料代含む)

◇内容=・ 56年度登山隊報告(中 国、ネパール、

イン ド、パキスタン )

・最新の ヒマラヤ情報

◇申し込み=。 ハガキに住所、氏名、所属団体を

記入して左記へ。申し込みと同時に左記口座

へ会費を払い込むこと(開催要項をお送りし

ます。)

◇ 秘境ヒマラヤ
ー

映写会

東京女子大学

このたび、私たち研究会では、下記の通り記録

映画「秘境 ヒマラヤ」の映写会を催 します。この

映画は、川喜田二郎氏をは じめとする西北ネパー

ル学術探検隊によって撮影されたもので、ヒマラ

ヤの山々と、その中に住む人 の々めずらしい風習

や生活様式をとらえた貴重な映画です。皆様おさ

そい合せの上、ぜひ、ご来場下さい。

日   10月 16日 (金 )

時   午後 6時 30分より

会場  中野公会

入場料  500円

◇ 沙の村― 映写会
グループ現代

イン ド北西部に位置するラジャスタン州、そこ

に、タール沙漠という広大な沙漠が広がっている。

この映画は、そこに生活する人々の 翡
存在 "を ス

ケッチした一扁の詩集である。

日 時  10月 19日 ～ 23日  Pl■ 6:30

10月 24日へ′25日 PM.0:30と Pl■ 5:00

場 所 麻布公会堂

入場料 前売 1,000円 当日 1,200円

※ 10月 24日 と25日 は、グループ現代の1979

年度作品「ラマ教の高地にて一インド・ ラダ

ックの旅」を併わせて上映する。
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見渡す限りの沙の大地、その大地をラクダがゆ

っくり歩いていく。群れをなしながら。暑い熱夕誌

ここは、インドの西に広がるタール砂漠。映画“沙

の村 "は、ここタール砂漠の中にあるサムラウと

いう村で撮影されたものです。人間が果たして住

んでいけるのかと思うほどの乾いた、荒涼とした

広大な大地の中に、数 の々生命が存在 している。

その生命を、彼らと生活を共にしながら見つめ、

つくり出されたこの映画。イン ドというとてつも

なく大 きな国の小さな村。しかし、ここもまたイ

ン ドなのです。

昨年、私は登山学校終了後一人でイン ドを旅し

てきました。アジアに位置しながらも、私たち日

本人にはなぜか遠いなじみの薄い国で、何の知識

も持たない行 き当たりばったりの旅で した。

インドは、貧富の差が激しく、カース トと呼ば

れる身分制度の縦社会です。旅をしながら、それ

ぞれの階級の中で人 が々堂々と生きている姿には

驚かされました。乞食をしながら、体じゅう汚れ

ながらも必死に生きようと食べ物を乞う子供の姿。

同情を寄せても彼らはちっとも動じない。くれな

いなら、くれないでいい。何かやっても当然のこ

とのような顔をして、私の前を去っていくあのふ

てぶて しさ。スリナガールという北部地方の町で、

小さな子供達がジュータンを織っているのを見た。

まだほんの 5、 6才の彼らが学校にも行かず、一

日中ジュータンを織り、そして織 り続けて人生を

過ごす。その姿をカメラに撮ろうとして、私はそ

うする自分が悲 しくなった。そんな私を見ながら、

彼 らは手を止めず織 り続けた。アグラの街では「い

らない。」、「いらない。」と言ってもなおしつこく

土産品を売りつけてくる。ずうずうしい若者達。

ベナラスという街では、ホテル代を倍以上にふっ

かけられ、だまされたと嘆いても、澄ました顔で、

だまされる私が悪いのだと言いはるリキシャマン

(タ クシーの運転手 )。 彼らは生きる為に生きて

いる。自分達の生活環境に対し、何の疑問も不満

もなく堂々と、また悠々と生きている。現実の世

界が、彼らには人生すべてなのです。

そしてまた、インドは豊かな国でもあるので可
~.

インド料理の舌をつく辛さとインディアン・スウ

ィー ト(菓子 )のあの何とも言えない甘さのよう

に、あらゆる両極端なものが共存する国。行く所

で々「ここはインドだ。」「ここもインドだ。」と

言いながらも、それ.が いつも異 った国であ,る

かのように何度も錯覚を感じる国。イン ドを一人

旅できたら、どこの国でも生きていけると言われ

るほど凄まじい国。しかし、旅を終えた時、なぜ

かこの国が生き生きと感じられ親しく思えてくる

のでした。それは、人 が々その地にしっかりと存

在する、そのたくましさを感じたからでしょうか。

サムラウの村でも人 は々実に堂々と生きていま

した。村は数々のカーストで成り立ち、それぞれ

の職を代々に伝えていく。時折おとずれるジプシ

ーの一群、何万頭ものラクダが集まった市、ディ

ワリーというインドの正月行事など、砂漠の自然

を撮りそこに生きる人間を撮り上げた “沙の村 "、

また併映の “ルドゥラ。ヴィーナ "は インド独特

の楽器で、インドだけでなく世界的に名高いアサ

ドアリ・カーンの演奏を撮影したもので、ヴィー

ナの音色が何とも言えず素晴らしかった。
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花を求めて (14)

水野 勉

ジョージ・フォレス トの出現とともに、植物探   と見なされれば、かれにボーナスを支払った。た

検の資金作りの新しい方法がはじまった。それま   いていの出資者もやはリシャクナグに集中し、他

では、採集者は後援者の援助によって派遣されて   の美 しい花には見向きもしなかった。

いた。学界あるいは政府の担当部局、のちになっ    ジョージ。フォレス トは 1873年に スコットラン

ては植物園や個人の資金によってなされていた。    ドのフォーカークに生れた。かれはいつも野生の

植物に対する一般の関心が拡大 し、旅行費用が急   花ゃ植物採集に興味を持っていた。親類を訪ねて

激に増大するにしたがって、よく組織された植物   オース トラリアに行き、 1902年 まで 帰 らなかっ

採集遠征は、もはゃ単なる個人や一つだけの組織   た。帰国後、エディンバラの王立植物園の植物標

では手に負えなくなってきた。西部中国のような   本室に勤めることになった。

植物の豊富な地域で、一年にわたる仕事を真にみ    雲南北西部が植物の宝庫として重要なことを知

のりぁるものとして成功させるだけの庭園は、公   っていた有力者たちが、かれを中国へ派遣するこ

けのものであれ、プライベー トなものであれ、ど   とになった。

こにもなかった。遠征費用を拠出してくれる人の    フォレストはこの仕事にはうってつけだった。

数が多ければ多いだけ、各個人の負担はそれだけ   背は低いが、頑丈で、鉄のようにがっしりした体

少なくなるのだった。               格をしていた。かれは生来、植物が好 きで、特に

かくして、庭園のシンジケートができた。大小   サクラソウやシャクナゲのような種類が好きで、

いろいろな組合であったが、これらが英国のほと   かれは非常に愛着を感じていた。現地人ともうま

んどすべての植物遠征の資金を調達したのだった。   くつき合った。かれは頭の悪い者には我慢がなら

ジョージ・フォレス トの場合には、その最後の   なかったし、自分だけの世界だと考えているとこ

遠征を除けば、出資者が極めて少なく、それだけ   ろへ他人が侵入してくるのを好まなかった。

緊密に結びついていた。               かれは雲南へは 7回の遠征をし、 7回 目のとき

これらの植物採集遠征はたいへん成功し、ぼ う   に死亡した。

大な量の、すば らしい植物が庭園に紹介されたが、    第 1回遠征 - 1904年 5月 - 1907年 4月

フォレス ト、キングドン・ウォー ド、ロックその    第 2回 ″ - 1910年 1月 - 1911年 3月

他の人びとの蒐集品が一時期にどっと英国や米国    第 3回 〃 - 1912年 2月 - 1915年 3月

に流れこみ、エキゾティクな植物は洪水のように    第 4回 ″ - 1917年 1月 - 1920年 3月

ひろがり、たいていの庭園では飽和状態にな っ    第 5回 ″ - 1921年 1月 - 198年 3月

た。この洪水のような流れは去ったが、それがあ    第 6回 〃 - 1924年 1月 - 1926年 3月

まりにも大きいものだったために、もっと落着い    第 7回 ″ - 1930年 11月 - 1932年 1月

た時期になら紹介されたはずの、多くのすばらし

い花々がとり残され、無視されてしまった。       ジョージ・フォレス トは植物採集をするのにビ

不幸にも、このことはジョージ・ フォレス トの   ジネスのやり方を採用した最初の人間だといえる

紹介 したものにも特にあてはまる。かれの主な後   だろ う。 しかし、これはけっして軽蔑の意味では

援者の一人は、シャクナゲを見つけ、それが新種   ない。人にはそれぞれや り方というものがある。
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ポターニンは武装したコサック兵、各方面の科学   事やその旅行に関しては殆んど書き残さなかった。

者、そして1人か 2人の助手を連れていつも旅行   フィール ド・ノートを別とすれば、かれの書いた

をしたが、ポターニン夫妻は自分たちで植物をす   ものは、 Geographical Journal に 1、

べて採集した。ファーラーはいつも採集にあたっ   Journal of the Royal Horticultural

てはその採集者の個性を重んじた。かれはつねに   societyに 2、 the Gardene rs ChrOnicle

自分自身の目で見、採集し、乾燥し、のちになっ   に数点、その他の場所に断片をいくつか書いただ

てその種子をとった。キングドン・ウォードもま   けであって、これで全部である。かれは日記もつ

たこの方法を好んだ。しかし、フォレストはでき   けなかった。手紙についても、第 1回、第3回、

るだけ多くの地域をカバーすることを欲した。    第4回、第6回の各遠征からのものがいくつか残

かれ以前のウィルソン、更にもっと前のデラヴ   っていて、植物についての詳しい記述がみられる

ェイ、フォー ド、オギュスタン・アンリなどは、   が、ごくわずかな資料でしかない。

採集者として現地人を使ったし、デラヴェイとオ    そんなわけで、かれの正確なルー トをたどるこ

ギュスタン・ア/り は誰かがある場所へ行くこと   とはほとんど不可能である。また、 自分自身とそ

になったときにだけ、不規則的に採集を依頼した   の採集者たちとが蒐集した植物とを区別しなかっ

のだった。ウィルソンはたいへん徹底していて、   た。騰越と麗江仙地という風に、二つの遠くはな

自分の採集者を訓練し、中国における多くの遠征   れた地域で同じ日に採集されたものとして、いく

にもずっとかれらを連れて歩いた。しかも、かれ   つかの植物が記入されている。明らかに別の人間

らはいつも緊密に連絡し合い、広い地域をカバー   によって採集されたものなのである。

し、時間を節約するためにあちこちへ散らばって    第1回の遠征では、しばしば騰越の英国領事、

いたが、いつもウィルソンの目の届くところにい   リットンと同行した。かれらは一度は麗江へ行き、
‐

た。                     サルウィン上流をさかのぼり、北緯 密度 まで行

フォンストの場合はそうではなかった。かれの   った。その間、いままで自人が訪れたことのない

使った採集者たちは徹底的に訓練され、自分だけ   リス族の居住地域をとおった。

で行動した。 フォレストが英国にいるときでさえ、   一つの遠征の間にカバーした広大な地域を示す

かれらは独自で何か月も出かけていって採集した。  例として、第 5回の旅行 (1921年 1月 ～

かれらの大部分は麗江地方のモッソ村出身で、互   1923年 3月 )を とりあげてみよう。それは次

いに知人であり、親類でもあった。現地人を採集   のような地域である :ツ ァーロン地方の南東チベ

者として使う計画は、フォレス トが採集をはじめ   ット、またサルウィンとマイファ川の分水嶺 (ツ

てすぐのものであったが、時が経つにつれて、20   ァーロンの南 )・,ツ ェクとドケル・ ラ附近、自馬

人以上も使うようになった。             山経由で阿敦子まで ;成都平野 ;フ ァレストの好

フォレストのや り方は、重要採集地域の中心に   きな麗江山脈 ;ム リおよびユン・ニン附近 ;り ・

自分がいることだ った。この方法はうまくいった   ティ・ピンの揚子江屈曲点の東 ;麗江の東の、揚

ように思われる。 フォレストの言葉からも、その   子江を越えたユン・ベイ地方 ;デ ラヴェイのかっ

すばらしい植物のいくつかは、かれの使った採集   て活躍した麗江の南西 ;大理湖の北にある丘陵地

者たちによってもたらされたようである。どんな   帯など。

植物でも、花が咲いていたり、実がなっていれば、    じっさいの仕事はたいへんな重労働だった。 し

なんとか識別できる。 しかし、種子となると容易   かも、植物を発見する仕事はもっとも時間的には

ではない。実際の種子採集にあたって、かれが採   短かいもので、それ以外の仕事がたいへんだった。

集者たちをどれくらいまで信頼していたかは、よ

くわからない。 ときどきは誤りが起き、種子はそ

の名称と合わないことがあった。

非常に残念なことだが、フォレストは自分の仕
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lllllll連載・ ヒマラヤの報告書紹介 ③

同じ頃に、同じ力量と思われるメンバー達が、

地域も近い山群に入り同じ頃にそれぞれの報告書

を刊行 した。

A隊は 6,000πに満たない処女峰を目ざし、B

隊は 7,000π を越えた既登峰の既登ルー トに挑ん

だ。そして当然のごとく、 A隊は登頂に失敗し、

B隊は日本人による初登頂を上産に帰国した。

今、手元にあるこの二つの、・性格のまるで違う

報告書を読みながら「報告書の在り方」を考えさ

せられている。

ともあれ、今回とり上げた報告書は、A隊即ち

神奈川大学Ⅱ部WV部がカシミール・ヒマラヤで

1980年に行った登山と踏査の記録である。

記録は常に新鮮でなければ価値が激減する。そ

ういう観点から登山の終了後 1年以内に発刊でき

たことは関係者の努力の賜物であろう。

カシミール・ヒマラヤは、ヌン・クンの 7,000

π峰が抜きんでていて、これを盟主として南に

6,OoO%峰の秀峰を並び立たせるキュツトワール

山群とスリナガール近郊のコラホイやハラムクの

ユ000π 峰が知られている程度で、この登山隊が

入山したスリナガールとヌン・ クンの間や、ヌン
“

クンとレーの間はあま り知 られていなかった。

もっとも、最近では、踏査ばや りの影響を受けて、

ヌン・クンの東に広がるザンスカール地方は、日

本人の入域が目立ち始めたようだ。

登山隊が目ざした山P5972π 峰には、1979

年に東京のコンテニュアスクラブが入山 したとい

うから、この小さな山群に日を付けていたのはこ

の隊だけではなかったようだ。

隊が現地人から聴聞した山名として「ビエン・

ガパ」と命名したようであるが、前年に入ったコ

ンテニュアス隊がこの山をボーバングIと 呼んで

いることも今後の混乱の元になりはしまいかと懸

念される。同隊との接触もあった訳であるからそ

の辺のいきさつも載せるのが前者への礼儀でもあ

り、資料としての価値も高まることになる。

ビエン・ガパとカンジ・ラ
神奈川大学Ⅱ部WV部海外遠征委員会

山は高きが故に尊とからず―とは良く言われる

ことであるが、この山も標高は6,000π に満たな

いものの気品を感じさせる山である。

編者もあとがきで述べているが、たった 2週間

程度の山行の割には、いろいろなことが盛られて

いる。 しかし、それも要領良くまとめられていて

読んでいても、わず らわ しさは感じられない。

特に資料編の気候をとり上げた稿ゃ山名・地名

の稿、文献の稿等は、.筆者達の執念が読みとれて

楽しい。今後への貴重な資料となるだろう。

一体、これらへの執念は何なのか。座談会の稿

を読みながら、山の行為と、本を作り資料を収集

したエネルギーが一体となっていなかったのでは

ないか ?と の思いにかられる。

山登りの行為は、山を登るために費いやされる

べきである、とする説からすれば、この登山隊は

その中核である山登 りの行為そのものへの努力や

研さんを少 怠々ったように受止められても止むを

得ないだろう。

敗退の原因を日数不足ととらえるか、能力不足

ととらえるかは、今後への重要な分岐点であろう。

次は 7,000%へ ″との芽生えがあるなかで、何が

真の敗退の原因であったかのグループとしての位

置づけが必要となるだろう。

女性隊員が一人であった。その卒直な感想文を

読みながら大変だなあと感じた。女性隊員が入る

と隊の運営がうまく行かないことは実例が良く物

語っている。この隊はそんなことを感じさせる文

章はなかったが……。

とまれ隅から隅まで一読に価いする好報告書と

言って良いだろう。 (K)
B5版 153頁 昭和 56年 6月 1日 発行

神奈川大学Ⅱ部WV部海外遠征委員会刊

2,000円  横浜市神奈川区六角橋 3-27-1
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日本ヒマラヤ会議開催予告

前橋・福岡・高知
13回 日からの日本ヒマラヤ会議を下記のとお

り開催 しますので多数の参加を期待します。

記

1.名 称 日本ヒマラヤ会議

2.主 催 日本ヒマラヤ協会

3.後 援  (社)日 本山岳協会

4.目  的  この会議は (社 )日 本山岳協会をは

じめとする関係諸団体の御協力のもと

に、広く全国をカバーして多くのヒマ

ラヤ志願者に向けて行 う研究集会です。

情報過多ともいえる中にあって一面

では後退現象もみられる最近のヒマラ

ヤ登山ですが、本会議は、登山とその

周辺に関して考究し、最新で正確な情

報を提供します。

◎ 前橋会場 (第 13回 )

1,同  時  11月 7日 (土)14時～ 8日 (日 )15時

2.場 所 新花茶屋 電 (0272)31-3848

前橋市敷島町 240-22 前橋駅前より

バス乗場 8番群馬バスバラ園行、11番

東武バス川原町行に乗 り共に敷島公園

3.会 費  7,000円 (一泊二食付・資料代含 )

4.定  員 60名

※群馬県山岳連盟と共催 して行います。

6.日  程

7日 (土 )

14:00 受付、開会

14:10 登山報告「HAJ.カ ンチェンジ

ュンガ 1981」 八木原囲明氏

16:00 最近の高所登山の傾向と戦術

山森欣一氏

18:00 夕食、懇親

8日 (日 )

9:00パ ネルディスカッション「ヒマラ

ヤの高峰における冬期登山をめぐ

る諸問題」

冬期登山報告と計画者による討

議を行います。

13:00登山報告 (ネ パール・ イン ド)

※懇親会費は別途申し受けます。

◎ 福岡会場 (第 14回 )

1.日  時

2.場 所

3.会 費

4.定 員

0日  程

10:00

10:10

11月 29日 (日 )10時 ～ 17時

福岡市 (決定後通知 します )

2,500円

50名

受付・開会

登山報告「HAJカ ンチェンジュ

ンガ 1981」 山森欣一氏

昼 食

講義「わか り易い高所医学知識」

講師未定 (東京医大に交渉中 )

最近の高所登山の傾向と戦術

山森欣一氏

閉 会

12:00

13:00

16:00

17:00

◎

1.日

2.場

時

所

高 知 会場 (第 15回 )

12月 5日 (日 )15時～6日 (日 )12時

高知会館 電 (0888)23-7123

高知市本町 5-6-42県 庁前

7,000円 (一泊二食付 ′資料代含 )

50名

3.会 費

4.定 員

6。 日 程

5日 (土 )
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15:00受付 。開会

15:10登山報告「HAJ・ カンチェンジ

ュンガ 1981」 稲田定重氏

16:30講演「ジャヌーか らエベ レス ト″Ч

小西政継氏

18:30 夕食・懇親

6日 (日 )

9:00登山報告「クン西壁 1981他」

名越 実氏

10:30 ヒマラヤ登山最新情報「 ネパール

イン ド・パキスタン・中国」

稲田定重氏

12:00閉 会

※懇親会費は別途申し受けます。

※いづれの会場も都合により講師を変更する場合

もあ りますので、あらかじめ御諒承下さい。

藤江幾太郎
◇ネパール油絵ハガキ◇

6枚 1組 400円 (別に送料 70円 )

小額の郵便切手で、お送 りください。

2組以上は送料サービス

10組 ごとに 1組 プレゼン ト

(内 容 )タ ムセルク峯・ エペレス ト峯

ナムチエバザール・ポカラ風景

ア/ナ ブルナ・ ヒマラヤタ照

申込み 〒177東京都練馬区東大泉 6-12-15

藤江幾太郎まで

電言舌  03-922-6670

ヒマラヤ登山の専門家

S■冒■L
並ぶものない山岳サー ビス

★ インド政府許可証

★ 通 関 手 続

★ 交 通 機 関

★ ポ ー タ ー

★ ハイポーター

★ デラックス食料賄い

★ テント宿泊用具

★ マウンテンガイド

Sl丁A WORLD TRAVEL(!NDIA)PVT。
F-12, Connaught Place,New Delhi-110001, In dia
cable: SITATUR PhOne: 45961 Telex:2823

LTD.

束りit都 港区北 :号 山 31~l16番 18号  青山共同ビル 8407-8100(代 表 )

日本代表
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■

ヽ 曖"

ヽ
毎

J・ .:ノ馨

箸

ぶ熙

フアー イースト エンタープライゼス



新 入 会 員

会 員番号

1524

1525

1526

1527

1528

1529

1530

1531

1532

1533

1534

1535

1536

1537

1538

1539

‐

幸

彦

彦

則

和

真

裕

導

弘

郎

樹

優

悦

紀

彦

弘

名

和

直

雅

和

重

　

俊

良

邦

市

智

　

勇

裕

正

義

迫

部

爪

　

村

倉

場

　

坂

倉

藤

針

田

坂

谷

玉

氏

倉

阿

橋

北

竹

小

馬

環

小

柏

伊

飯

石

高

森

小

昭和 56年 6月 11日 ～ 9月 21日

UNITED TRAVEL SERViCE(OLtdD
■イン ドヒマラヤ全域のアレンジをすべて日本語

でひきうけています。本社にも東京事務所にも日

本語に堪能なスタッフが多勢おります。

■許可取得から通関 、隊荷輸送 、ポーターアレン

ジまで、遠征・トレッキングのすべてを取り扱っ

ております。

■詳細は東京事務所のサニーまでお問合せ下さい。

もちろん日本語で′′

東 京 事 所   〒141 東京都 川区西五反田 2-23- 11-202  電言舌 03-493 -4920

本社 (デ リー)  802 Nirmal Tower,26Barakhamba Road,New Delhi lndia

43984,Telex:ND3174,I)hone: 46107 42804

-23-
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…… 寸 感         □□□□囲 (9月 )

≫'7月 、 8月 と続いたヒマラヤ諸国の政府関係要

人の来日に伴う行事も終わり事務局も一息ついて

いるが、このところ急激に秋めいたため不覚にも

風邪をひいてしまった。

≫本格的な秋の匂いが事務局にも漂ってくると、
tt山へ行きたいなあ "と 心底から思えて来る。こ

の 2年間、のんびりとした山行もできなかったが

来年はなんとか身辺整理をして、じっくりと日本

の山を歩いてみたいと思う。本当″

〕≫'冬期エペレスト西稜″ これほどのビッククラ

イムが日本の登山界では話題にもならずに進めら

れている。何と不可思議なことか。″

≫この号が皆様のお手元に届く頃には、HAJが
この秋に派遣している2つの登山隊の中間報告が

届くことであろう。共に無事に登山を終了し、で

きることなら登頂をも勝ち得てもらいたいもので

ある。              (山 森 )

2日 (水 )ラ ンタン・ り隊後発中岡隊員出発

5日 (土)登山学校隊先発寺本隊員出発

11日 (金 )ヒ マラヤ 119号 発刊

12日 (土)エベレスト打合わせ (稲田、西郡、

山森 )

登山学校隊本隊出発

30日 (水 )カ ンチェンジュンガ遠征報告

ヒマラヤ No」 20(11月 号)

昭和 56年 10月 10日 印刷 56年 11月 1日 発行

発 行 人  柴 田 金之助

編 集 人  山 森 欣 一

発 行 所  日本 ヒマラヤ協会

〒 160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

電話 03-367-8521

郵便振替 東京 0-48954「 日本 ヒマラヤ協会 」

(MANAGING DlRECTOR)

Travels

―
シカール 0ト ラベル

ー
〃魅惑の

インド ヒマラヤ″

シ ッキム・ ブ ー タ ン・ ガ ール ワ ール・ クマ オ ン

クル ●マナ リ・ ラ グ ッ ク・ ネ パ ール・ ・・ ・・

への トレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。
CAPT

TRAVELS PRIVATE LIMITED

l,701, Nirmal to、 .ers,

26 barakhamba road new delhi-110001

t el. 42555,42666 telex 031~4364 SHIK IN Cable SHIKHE

Branch Office:GangtOk

Camp Office:Joshimath &Uttarkashi

`躙
瞭貯
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ヒマラヤを歩き、

そして登るために

第 4回、第 5回 東 日本 ヒマ ラヤ

研究会報告。 ネパール、イン ド

の情報や高所登山論収録。

1975.1l B 5 274P

2,400円  〒 400円

日本ヒマラヤ協会
出版物案内

(HAJ)

問い合わせ :HAJ事 務局
発売元 :〒 102東京都千代田区

九段北 1-6-7

帥地方・小出版流通センター

直納店 :著渓堂 (お茶の水)

紀伊國屋 (新宿)

ICI・ 石井スポーツ(新 大久保)

カモシカスポーツ(高 田馬場)

シェルパの履歴書

ネパールのシェルパで活動 して

いる者ほとんど全員をリス トア

ップした。顔写真,登山歴,評
価,文献など。インド・ヒマラ

ヤのンェルパも一部含む。

1977.3 B5  198P
2,400円 〒 400円

中央アジア

シルクロー ド
(新版ガイド)

天山の麓の街,チベット,ア フ

ガニスタンやパキスタンの奥地 ,

イランや トルコの山々, そして,

ンルクロー ド車の旅などロマン

をさそうガイド。

1977.5 B6  167P
l,600円 〒 250円

インドヒマラヤ
のすべて

インド登山の手続や, インド登

山隊の記録,サセルカンリ研究 ,

シノキム研究などインド・ヒマ

ラヤのことがいっぱい

1976.11.10 B5  160P

2,400円 〒300円

カンジェラルワ

初 登 頂

1973年, 西ネパールのカンジロ

バヒマールに遠征 した遠征隊の

記録。写真,カ ット多数。

1976.10.10 B5 173P

l,600円 〒400円

カシミールの盟主

ヌン7135m

1975年 、 当日寺未i沓のヌンゴし

稜に挑んだHAJ登 山隊の報

告書。写真多数、上製本。

1978.4.l B5 11lP

3,500円  〒 400円

トリスル28日 間
1978

TRISUL 7120m

78年ポストモンスーン、ガ

ルワールのトリスルに遠征し

I峰、1峰、無名峰の 3座の

登頂に成功した際の記録。

1979.2 B5 143P上 製本

3,000円  〒 400円

月刊誌「ヒマラヤ」

ヒマラヤ, ンクルロー ド, ビル

マ,チ ベ ットなどの情報がいっ

ぱい。毎月 1回 1日 発行 500円

〒45円  年間講読料 6.000円

日本 ヒマラヤ協会々員には無料

配布。

日本ヒマラヤ協会年報

H‖MIALAYA
1980

バツーラ1(1978年 )、 キヤン~
・ ドラル(1979年 )

日本人のヒマラヤ登山と事故、

ダンビルの地図帳等 を収録。

1981.l A 5 156P
2,000円  〒 300円

合本 ヒマラヤ
月刊ヒマラヤの合本

20号～40号、41号～60号

61号～80号、81号～1∞号

各巻共 8,000円  〒 500円



ヒマラヤヘの装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

→李」
「

万嘉ヌだ―夕
●新宿登山本店/〒 160東京都新宿区百人町2-2-3● 03(208)6601は )

●新宿西日店/〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7● 03(346)0301

●水道橋ハードギアンヨンプ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-14803(264)5575

●水道橋ソフトウェアショップ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-6● 03(264)8901

0大宮店/〒 330埼 玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

●高崎店/〒 370群 馬県高崎市新町10500273(27)2397

●lCI通販部/〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ビル内803(200)7219

― 一 つ

′crス

山用ユホ店

テニス用ユ

rCrサッカー・
"“

用ニ

大 至右松匂




